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文 書 表 

陳情（新規）・農林水産商工常任委員会 

受理番号及び 

受 理 年 月 日 
所 管 件   名 議決結果 

４年－２ 

( R4.01. 19 ) 
商 工 労 働 

ゆうちょ銀行業務におけるユニバーサルサービスと利用者の利便性の維持に係る意見書の提出に 

ついて 

 

▼陳情事項 

 鳥取県議会から国に対し、ゆうちょ銀行の貯金事業におけるユニバーサルサービス、国民・利用者の利便性の維持を徹底すべきことについて

の意見書を提出すること。 

 

▼陳情理由 

 ゆうちょ銀行は2022年１月17日から、現金を扱う取引手数料の値上げやＡＴＭ手数料の新設などをすると発表した。 

 たとえば、(１)窓口やＡＴＭでの払込みサービスを現金で利用するときにかかる手数料の新設、(２)窓口における硬貨取り扱い手数料の新設、

(３)ＡＴＭでの硬貨預払料金の新設などである。 

 いま、銀行をめぐっては、銀行間の競争の加速、長期緩和政策による収益構造の変化、たとえば顧客の通帳を維持するだけでも、印紙税法に

よって印紙代がかかるなど、経営が大変な側面はある。 

 また、振り込み手数料の引き下げなど、顧客への還元が行われているのも事実で、銀行の維持のため、どこかに収益源を求めなければならな

いことは、理解を示すものである。 

 しかし、なかでも目を引くのは、ＡＴＭ硬貨預払料金の新設で、ゆうちょ銀行のＡＴＭで硬貨を含む貯金の預け入れ・払戻しのとき手数料が

かかり、その金額は、預け入れの場合１～25枚110円、26～50枚の場合220円、51～100枚の場合330円などと、１枚から手数料がかかるようにな

っている。また、引き出しの場合、１枚以上110円となっている。 

 極端な話、たとえばＡＴＭに、小さな子どもが豚の貯金箱に入れた５円玉24枚を預けた場合、120－110で10円しか入金がされず、１万円と１

円玉30枚を預けた場合、10,030－220で9,810円と、硬貨を預けなかった場合と比べてマイナスになる。硬貨は政府発行のものだが、硬貨が軽視

されており、利便性の低下ははなはだしい。 

 また、たとえばＡＴＭで新聞購読料の2,260円を引き出す際にも、硬貨を１枚でも伴うので、手数料を生ずることになる。 

 思えば、いわゆる郵政民営化法案で、かつての日本郵政公社は解散し、いわゆる郵便局取り扱い業務は、持ち株会社の日本郵政株式会社と、

その傘下にある郵便事業株式会社、株式会社ゆうちょ銀行、株式会社かんぽ生命保険に移管された。そして、日本郵政ＨＤとゆうちょ銀行、か

んぽ生命は、東証に上場した。 

 改正郵政民営化法には、その第２条で次のような一節がある。 

「郵政民営化は、内外の社会経済情勢の変化に即応し、公社に代わる新たな体制の確立等により、経営の自主性、創造性及び効率性を高めると

ともに公正かつ自由な競争を促進し、多様で良質なサービスの提供を通じた国民の利便の向上及び資金のより自由な運用を通じた経済の活性化

議 会 資 料 
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現 状 と 県 の 取 組 状 況 

 商工労働部（企業支援課） 

【現 状】 

１ 銀行窓口業務に係るユニバーサルサービス（全国どこでも公平に利用できるサービス）の実施体制 

○平成24年の改正郵政民営化法に基づき、親会社の日本郵政（株）を中心として、郵便・物流事業、郵便局窓口事業を行う日本郵便（株）、銀

行業を行う（株）ゆうちょ銀行、生命保険業を行う（株）かんぽ生命保険の４社体制となり、日本郵政（株）及び日本郵便（株）において

は、郵政民営化法、日本郵政株式会社法、日本郵便株式会社法の規定により、業務の運営に当たってユニバーサルサービスの提供が義務付

けられた。 

※郵政民営化法第７条の２第１項（ユニバーサルサービス提供義務の根拠法令） 

日本郵政株式会社及び日本郵便株式会社は、その業務の運営に当たっては、郵便の役務、簡易な貯蓄、送金及び債権債務の決済並びに

簡易に利用できる生命保険の役務を利用者本位の簡便な方法により郵便局で一体的にかつあまねく全国において公平に利用できるように

する責務を有する。 

○日本郵便（株）は、ユニバーサルサービスを行っていくにあたり、日本郵便株式会社法及び総務省令の規定により、銀行窓口業務（預金の受

入れ、払込み等）がユニバーサルサービスとして位置付けられ、郵便局がその銀行窓口業務を行っている。（日本郵便（株）とゆうちょ銀行

が銀行窓口業務契約を締結）。 

 

２ (株)ゆうちょ銀行からの料金の見直し等にかかるプレスリリースの概要（令和３年７月２日付） 
○(株)ゆうちょ銀行は、安定的なサービス提供に向けて、送金決済サービスをはじめとした各種料金について、令和４年１月 17 日（月）から、
料金の見直し・新設を行う。 

 ○提供チャネルの利便性やコストに応じた料金とすることで、お客様のニーズに応じた取引チャネルや取引方法を提供するとともに、デジタ
ル化・キャッシュレス化・ペーパーレス化を推進する。 

＜手数料等見直しの概要＞ 
 〔払込サービスを現金で利用する場合の料金加算〕 

窓口や ATM における各種払込サービスの利用に当たって、現金で支払う場合に払い込みする者に対して１件ごとに料金 110 円（税込）が
加算。 

（一般的な場合）                          （税込） 

取扱内容 
口座 

（通帳・カード使用） 
現金 

（110 円上乗せされる。） 

窓口 
5 万円未満 203 円 313 円 
5 万円以上 417 円 527 円 

ATM 
5 万円未満 152 円 262 円 
5 万円以上 366 円 476 円 

 

執行部提出参考資料 
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〔硬貨取扱料金の新設〕 

  預入や払込等の各種手続きの際に、窓口に硬貨を持ち込んだ場合、枚数に応じた料金を新設。                        
（税込） 

硬貨枚数 料金 
1～50 枚 無料 
51～100 枚 550 円 
101～500 枚 825 円 
501～1,000 枚 1,100 円 
1,001 枚以上 500 枚ごとに 550 円加算 

〔ATM 硬貨預払料金の新設〕 
  ゆうちょ ATM で硬貨を伴う預入や払戻に対する料金を新設。 

〔預入〕        （税込）  〔払戻〕        （税込） 
硬貨枚数 料金  硬貨枚数 料金 
1～25 枚 110 円  

１枚以上 110 円 26～50 枚 220 円  
51～100 枚 330 円  

 

 

 

 


